


1. 期間： 2021年10月～2026年3月
2. 最終目標： 極低温水素雰囲気下での材料評価

試験設備の開発とデータベース基盤構築
3.成果・進捗概要：

① 評価試験設備の開発を完了
② 特殊実験施設の開発を完了
③ 材料データベース基盤を構築

事業概要
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液化水素インフラのイメージ

液化水素関連機器に使える
材料は限定的
● 液化水素環境：低温脆化
20 K（-253℃）

● 水素ガス環境：水素脆化

水素SC用材料の信頼できる低温特性、耐水素特性
データが必要

１．事業の位置付け・必要性
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2 ．研究開発マネジメントについて
スケジュール通り、整備を完了

6

事業スケジュール



2 ．研究開発マネジメントについて
材料評価により、新規設備を検証・確認

液化水素関連材料評価基盤整備委員会

ステンレス鋼小委員会

アルミニウム合金小委員会

ステンレス鋼鋳鋼小委員会
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３．研究開発成果について
123 K, 10 MPaでRRT   同じSSRT特性を確認
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Stress-Stroke曲線（123 K, 10MPa GH₂ / GHe）



３．研究開発成果について
種々の温度・圧力の水素環境下で機械試験
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大気圧 引張試験の例

Stress-Strain曲線



３．研究開発成果について
水素環境中温度依存性を評価

15引張特性の温度依存性




